
第５６２ (1) 町 内 新 聞 令和２年１月１日 第５６２号 (4) 町 内 新 聞 令和２年１月１日

町
内
新
聞

花尻

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
応
募

要
領

◎
応
募
方
法

別
紙
用
紙
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

※
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

◎
締
め
切
り
日

１
月
20
日
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

◎
応
募
先

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者(

副
会
長)

ま
で
。

◎
応
募
資
格

花
尻
町
内
会
加
入
者
に
限
り
ま
す
。

◎
景
品

正
解
者
10
名
の
方
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
応
募
は
１
世
帯
１
枚
で
お
願
い
し
ま
す
。

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
ど
し
ど
し
応
募
下
さ
い
。

花
尻
フ
ェ
ス
タ
を
晴
天
に

恵
ま
れ
た
12
月
15
日
㈰
の
、

午
前
11
時
よ
り
約
２
０
０
人

が
参
加
し
花
尻
き
き
ょ
う
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。

準
備
は
町
内
会
の
各
団
体

よ
り
約
70
人
が
参
加
し
て
行

い
、
午
前
10
時
半
頃
に
は
準

備
も
整
い
、
機
械
で
の
餅
つ

き
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
11
時
よ
り
の
開
会
式

で
は
楠
木
副
会
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
普
門
会
長
の
挨
拶
、

来
賓
の
皆
様
の
挨
拶
が
あ
り
、

約
⒖
分
で
開
会
式
は
終
わ
り

ま
し
た
。
開
会
式
が
終
わ
っ

た
頃
に
は
、
餅
も
出
来
上
が
っ

て
お
り
、
ぜ
ん
ざ
い
や
き
な

粉
餅
を
皆
で
食
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
引

換
券
が
配
ら
れ
、
綿
菓
子
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
引
き
換
え

て
い
ま
し
た
。
お
菓
子
釣
り

も
好
評
で
し
た
。
石
臼
で
は

親
和
会
の
方
の
指
導
で
杵
に

よ
る
餅
つ
き
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

た
い
焼
き
や
ポ
ン
菓
子
、

お
花
も
好
評
で
し
た
。

準
備
か
ら
片
付
け
ま

で
ご
苦
労
様
で
し
た
。

花
尻
フ
ェ
ス
タ
賑
や
か
に
開
催
!!

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
参
加
！

親和会の方に教わりながらの餅つき

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

1.

厚
手
の
タ
オ
ル
地
の
寝
具

2.

韓
国
の
通
貨
単
位

4.

⇔
字
音
。
漢
字
の
日
本
語
と
し
て
の
読
み
。

5.

死
後
、
霊
魂
が
行
く
と
さ
れ
る
所
。
死
者
の
国
。

6.

中
央
構
造
線
の
外
帯
に
属
し
、
東
は
紀
伊
山
地
、

西
は
九
州
山
地
に
連
な
る

9.

カ
リ
ブ
海
に
あ
る
共
和
国
。

1966
年
イ
ギ
リ
ス
か
ら

独
立
。
首
都
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
。

23.

歯
の
表
面
に
付
着
し
た
食
物
の
か
す
や
細
菌
。
長

期
間
た
つ
と
歯
石
と
な
る
。

26.

⇔
パ
パ

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1.

雨
量
が
多
い
こ
と

4.

⇔
男
子

7.

日
本
の
女
優
、
歌
手
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
１

９
７
８
年
か
ら
約
1
年
3
ヶ
月
放
送
さ
れ
たTBS

系
の
テ
レ
ビ
「
コ
メ
ッ
ト
さ
ん
」
で
ヒ
ロ
イ
ン
を

務
め
、
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
。

13.

気
分
が
明
る
く
は
ず
ん
で
い
る
さ
ま
。
「
―
気
分
」

23.

そ
れ
と
な
く
物
事
を
示
し
教
え
る
こ
と
。
「
―
に

富
む
話
」

25.

夫
婦
が
同
居
せ
ず
、
夫
が
妻
の
家
に
通
う
婚
姻
形

態

31.

漢
字
の
旁
（
つ
く
り
）
。
「
料
」
「
斜
」
な
ど
の

「
斗
」
の
部
分
。

35.

自
宅
。
「
友
人
を
―
に
招
く
」

発
行
責
任
者

普
門
茂
之

編
集
責
任
者

楠
木
忠
司

一部 50円
年間 500円
送料 100円
年間 1,000円

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

丸餅造りは女性の役目

12
月
３
日
㈫
。
種
も
み
蒔
き

か
ら
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
、

数
々
の
農
業
体
験
活
動
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
、
お
米
収
穫
感
謝

の
会
を
行
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
進
行
で
お
礼
の

言
葉
を
全
員
で
述
べ
た
後
、
収

穫
さ
れ
た
も
ち
米
を
使
っ
て
う

す
と
杵
で
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

杵
の
持
ち
方
や
つ
き
方
を
教
わ

り
な
が
ら
懸
命
に
お
餅
を
つ
い

た
り
、
手
袋
を
し
て
丁
寧
に
お

餅
を
丸
め
た
り
す
る
な
ど
、
最

後
ま
で
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
完
成
し
た
き
な
こ
餅
は
、

み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

な
が
ら
今
年
の
収
穫
の
喜
び
を

共
有
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
や
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
文
章

大
森
雅
夫
校
長
先
生
）

陵
南
小
５
年
生
「お
米
感
謝
の
会
」を
行
い
ま
し
た
！

つきたての餅を楽しく食べる児童達

陵
南
学
区
愛
育
医
員
会
主
催
の

健
康
ウ
オ
ー
ク
は
晴
天
に
恵
ま
れ

た
11
月
23
日
㈷
、
約
１
６
８
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
過
ぎ
か
ら
の
開
会
式

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
板
野

悦
子
会
長
、
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、

大
森
校
長
先
生
の
指
導
で
準
備
体

操
を
行
い
、
２
班
（
白
石
コ
ー
ス

と
神
道
山
コ
ー
ス
）
に
分
か
れ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を

出
発
し
ま
し
た
。

白
石
コ
ー
ス
は
途
中
、

ポ
ン
プ
場
、
八
幡
宮
を

周
り
ま
し
た
。
神
道
山

コ
ー
ス
は
車
山
古
墳
、

黒
住
教
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

を
周
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
到
着
後
、

温
か
い
豚
汁
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
で
し
た
。

お
世
話
い
た
だ
い
た

愛
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

愛
育
委
員
会
主
催

健
康
ウ
オ
ー
ク
に
１
６
８
人
が
参
加

主催者挨拶の
板野悦子会長

餅つきの体験をする５年生

ー写真の説明ー
①笹ヶ瀬川堤防
②車山古墳
③豚汁を作った栄養改善
④豚汁を食べる参加者

①

②

③

④

御陵の紅葉

大森校長先生指導で
出発前の準備体操

豆
餅
作
り
は
、
前
日
の
午
後

１
時
よ
り
白
石
宅
倉
庫
で
、
10

人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

つ
い
た
餅
米
の
量
は
１
俵
、

次
々
と
蒸
し
た
餅
米
を
餅
つ
き

機
で
つ
き
、
豆
と
塩
を
加
え
ま

し
た
。
つ
き
上
が
っ
た
豆
餅
は

約
650
㌘
の
重
さ
で
だ
円
形
に
し

て
い
き
ま
し
た
。
午
後
5
時
頃

に
は
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

豆
餅
は
白
石
宅
で
作
る

男
女
15
人
が
参
加
し
た
豆
餅
作
り 蒸し・餅つきは男性の役目

当日の来賓は、逢沢一
郎・高井崇志衆議院議
員、石井正弘・小野田
紀美参議院議員、波多
洋治・高原俊彦県議会
議員、則武宣弘・高橋
雄大・太田栄司・柳迫
和夫市議会議員、分島
良倶学区連長、苅田一
郎陵老連会長、木村俊
夫陵南クラブ会長、礒
井祥二白石町内会会長、
友田雅人陵南小教頭



第５６２号 (3) 町 内 新 聞 令和２年１月１日 第５６２号 (2) 町 内 新 聞 令和２年１月１日

ケ
ー
テ
ィ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
原

功
治

本

社
／

〒
７
０
１
ー
０
１
３
２

岡
山
市
北
区
花
尻
き
き
ょ
う
町
１
４
ー
１
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
６
ー
２
５
１
ー
２
３
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
６
ー
２
５
１
ー
２
３
３
５

e

-mail
kt

.kogyou

@lake

.ocn

.ne

.jp

事
務
所
／

〒
７
０
１
ー
０
１
４
３

岡
山
市
北
区
白
石
２
１
８
ー
１
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
６
ー
２
５
４
ー
９
５
５
２

工房 かどや

～手打ち蕎麦やってます～

毎週：金・土・日

11：30～ なくなり次第終了

TEL:086-251-2002

Hair design＆Head spa

BRIGHTON
TEL:086-251-0011

MAIL:

hair-design.brighton

@docomo.ne.jp

******************************

岡山市北区花尻あかね町8-105

今年も 宜しくお願い致します
３６５日 ご相談 ・ご見学 承ります！

社会福祉法人 福寿会

さわらび苑

今年もよろしくお願い申し上げます

住み慣れた地域で、安心して笑顔で暮らせ

る福祉のまちづくりを進めていきます。

介護・子育て・その他、生活についての

お困りごとは、なんでもご相談下さい。

TEL：０８６－２９３－７７３６

（吉備・陵南地域生活サポートセンタ）

西

岡

外

科

医
院
長

渡
邉

亜
希

岡
山
市
北
区
花
尻
み
ど
り
町
九
ー
一
〇
六

℡

０
８
６
ー
２
５
３
ー
８
８
０
８

交
通
安
全
施
設

フ
ェ
ン
ス
・
外
柵
・
防
護
柵
全
般
施
工

販
売
・
管
理
一
式

株
式
会
社

サ
ン
ヨ
ー
フ
ェン
ス

代
表
取
締
役

坂

手

直

史

岡
山
市
北
区
花
尻
あ
か
ね
町
五
ー
一
〇
〇

TEL

〇
八
六
ー
二
五
二
ー
一
四
四
一(

代)

〒701-0133
岡
山
県
建
設
業
登
録

中
国
電
力
株
式
会
社
認
定

電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

株
式
会
社

都
田
電
気
設
備

代
表
取
締
役

都

田

祐

司

岡
山
市
北
区
花
尻
み
ど
り
町
一-

一
〇
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

〇
八
六)

二
五
五
ー
六
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

(

〇
八
六)

二
五
五
ー
六
五
八
九

黒
住
歯
科
花
尻
診
療
所

医

院

長

黒
住

正
三

副
医
院
長

黒
住

明
正

岡
山
市
北
区
花
尻
き
き
ょ
う
町
一
六
ー
一
〇
七

℡
０
８
６
ー
２
５
４
ー
７
６
６
７

自
動
車
販
売
・
修
理

広
島
陸
運
局
指
定

民
間
車
検
工
場

有
限
会
社

板
野
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役

板
野

富
子

岡
山
市
北
区
白
石
四
四
一-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

〇
八
六)

二
四
一
ー
三
四
六
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

(

〇
八
六)

二
四
一
ー
五
六
五
四

・

〒701-0143

お正月も皆様のご来店
心よりお待ちしています

今年もよろしくお願い申し上げます

バイト募集中！

〒701-0132
岡山市北区花尻ききょう町1-100
TEL ０８６－８９８－１０２０

おかやま信用金庫は、地域金融機関

として地域経済・地域社会の活性化」に

貢献しています。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

支店長 景山 哲也

岡山市北区花尻ききょう町17-104

TEL:086-254-6363

おかやま信用金庫

花尻支店

岡山市北区撫川８２８－３

介護付有料老人ホーム・ディサービス

ＴＥＬ ０８６－２９２－８８０８

サービス付き高齢者向け住宅

ディサービス・訪問介護事業所

ＴＥＬ ０８６－２９２－０３００

居宅介護支援事業所

ＴＥＬ ０８６－２３７－５５０６

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

花尻ききょう町店

１種電気工事士

甲４消防設備士

中国電力 認定工事店

定休日 月曜日

営業時間 10:00～20:00
岡山市北区花尻あかね町6-114

℡(086)２５５－１７６８

今年もよろしく

お願い致します

杉山整骨院

杉山 徹

〒701-0133

岡山市北区花尻あかね町７－１１７

TEL&FAX：０８６－２５２－７８３３

「
お
喋
り
を
し
た
い
！
」
「
お
喋

り
は
心
へ
の
良
薬
、
い
い
で
す
ね
」

と
の
会
話
か
ら
『
お
喋
り
を
す
る
会
』

が
発
足
し
、
会
の
愛
称
も
決
ま
り
ま

し
た
。

喋
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
般
は
講
師
を
招
き
、
「
簡
単
に
で

き
る
防
災
食
と
備
畜
食
品
」
を
教
え

て
頂
き
、
作
っ
て
試
食
を
し
ま
し
た
。

折
り
紙
な
ど
の
手
芸
も
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
話
も
弾
み
、
お
知
り
合
い
の

輪
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
と
交
わ
る
の
は
ボ
ケ
防
止

に
も
な
り
ま
す
。

毎
月
第
三
木
曜
日
に
花
尻
集
会
所

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
喋
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
後
藤
美
和
子

さ
ん
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
文
章

立
石
高

敏
親
和
会
会
長
】

親
和
会
の
女
性
中
心
に
お
喋
り
会
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」
の
開
催

12
月
３
日
、
今
年
も
美
食

を
求
め
て
忘
年
会
を
行
い
ま

し
た
。

行
先
は
邑
久
町
虫
明
の
『
岡

山
い
こ
い
の
村
』
で
す
。

一
時
間
程
の
小
旅
行
で
す
が
、

ご
参
加
が
49
九
名
の
大
ツ
ア
ー

で
し
た
。

忘
年
会
は
赤
井
和
彦
副
会

長
の
司
会
で
開
宴
、
新
会
員

の
岡
田
年
生
さ
ん
の
「
乾
杯

‼
」
で
宴
が
始
ま
る
と
、
料

理
へ
箸
が
伸
び
、
お
酒
が
酌

み
交
わ
さ
れ
、
会
場
は
盛
り

上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ご
当
地
の
虫
明
湾
で
獲
れ
た

カ
キ
の
熱
々
フ
ラ
イ
の
美
味

し
さ
は
格
別
で
し
た
。

中
締
め
の
後
は
、
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
む
方
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
方
と
続
け
て
宴
を

楽
し
む
方
と
別
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

帰
路
は
『
備
前
海
の
家
』
に
寄

り
、
殻
付
カ
キ
や
ア
ナ
ゴ
を
、
お

土
産
に
買
っ
て
元
気
に
帰
着
し
ま

し
た
。

【
文
章

立
石
高
敏
親
和
会
会
長
】

親
和
会

岡
山
い
こ
い
の
村
で
親
睦
忘
年
会
を
行
う

飲んだり、しゃべったりの楽しい時間を過ごす

「岡山いこいの村」で行われた 忘年会に参加された皆さん

岡
山
市
高
齢
者
福
祉
大
会

親
和
会
よ
り
３
名
が

福
祉
協
力
者
賞
受
賞

11
月
14
日
㈭
、
第
56
回
岡
山
市

高
齢
者
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
花

尻
親
和
会
の
立
石
高
敏
さ
ん
、
長

櫓
定
雄
さ
ん
、
後
藤
美
和
子
さ
ん

の
三
名
が
『
老
人
福
祉
協
力
者
』

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

立
石
高
敏
さ
ん
は
親
和
会
役
員

や
陵
南
老
連
役
員
と
し
て
活
動
を

評
さ
れ
、
長
櫓
定
雄
さ
ん
は
親
和

会
役
員
や
お
宮
総
代
の
活
動
を
評

さ
れ
、
後
藤
美
和
子
さ
ん
は
親
和

会
役
員
・
お
世
話
役
や
パ
ト
活
動

を
評
さ
れ
、
長
年
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
関
す
る
ご
尽
力
に
対
し
て

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
文
章

立
石
高
敏
親
和
会
会
長
】

楽しい会です、多くの方のご参加を待っています

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
右
よ
り
高
石

さ
ん
、
長
櫓
さ
ん
、
後
藤
さ
ん
で
す
。


